
（様式１）

成果となる目標 具体的な行動目標
学力向上に向けた
重点的な目標 年度末評価

（前年度の成果と次年度に向けた課題等）
評価

（指標となる数値等） （成果目標達成のための具体的な手立て等）
教員
点検

（今年度の成果と来年度に向けた課題等）
評価

・「書くこと」領域を中心と
した国語科における表現
力、思考力の育成
(b・d・g)

〇単元計画を児童と共有し、教室に掲示すること
で、学習の見通しを持たせることができた
〇「書くこと」領域の学習指導を充実させ、毎週木曜
日の「言葉の宝箱」を全校で継続的に実施し、語彙
を増やすとともに、書くことの意欲を高めることがで
きた。
◆授業の中で自分の思いについて根拠をもとに話
したり書いたり伝え合う活動をさらに充実させる必
要がある
◆成果となる目標①②の達成には至らなかった

B

・「書くこと」領域を中心とし
た国語科における表現
力、思考力の育成
(b・d・g)

①全国学力・学習状況調査の国語科「書くこと」領域の平均正答率が全国平
均を上回る
②質問調査で「書き表し方を工夫して文章を書いている」の肯定評価が全国
平均以上

・「つかむ」「考える」「深める」「ふりかえる」の学習過程を明確にし
た授業展開を実践する
・自分の考えをわかりやすく表現し、話したり書いたりしたいと児童
が思うような魅力的な単元計画を作成する
・単元計画を児童と共有し、つけたい力を意識させる
・学習タイム「言葉の宝箱」を継続し、語彙を増やして「書くこと」へ
の意欲を高める
・国語科の校内授業研究会を実施し、「書くこと」指導の改善・共有
を図る

・算数科における思考力・
表現力の育成
(a・b・e)

〇兵庫型学習システム教員による系統立てた指導
が効果的に機能した
〇個別指導やがんばりタイムでの放課後の補充学
習により、課題のある児童への支援が充実した
◆問題文から条件を整理したり、自分の考えを図や
絵に表したりして説明する活動を充実させる必要が
ある
◆成果となる目標①②③の達成には至らなかった

C
・算数科における思考力・
表現力の育成
(a・b・e)

①全国学力・学習状況調査の算数科「変化と関係」領域および「文章題の立
式」に関する設問の平均正答率が全国平均以上
②単元テストにおける「思考・判断・表現」の観点の平均点が前年度比5%アッ
プ
③質問調査で「算数の勉強は好きだ」の肯定評価が全国平均以上

・図、表、式を関連付けて説明する活動を各単元に1場面以上位置
付ける
・ペア・グループで「どうしてこの式になったか」などの自分の考えを
説明し合う活動を毎時間設定し、表現力を高める
・単元テスト後の振り返りと個別指導を徹底し、未習得の児童への
早期支援体制を確立する

・ICTを活用した「個別最
適な学び」と「協働的な学
び」の充実
(c・d・f・g)

〇学校評価アンケートで87.5%の教職員が「ICTを活
用することで、より深い学びができた」と回答した
○ICT機器を活用することで意見交流する場を設け
たり、児童の理解を深めたりすることができた。
◆ICT機器を用いて、機器の操作の仕方、共同編
集や相互評価の方法などを確かめる研修を充実さ
せる必要がある
◆成果となる目標①②③の達成には至らなかった

C

・ICTを活用した「個別最適
な学び」と「協働的な学び」
の充実
(c・d・f・g)

①質問調査で「ICT機器を活用すると、友達と協力しながら学習を進めること
ができる」の肯定評価が全国平均以上
②質問調査で「ICT機器を活用すると、自分の考えを分かりやすく伝えること
ができる」の肯定評価が全国平均以上
③ICT機器を活用した授業（共同編集・意見交流等の協働場面を含む）が週3
回以上行われる教員の割合が90%以上

・タブレット端末を活用した意見交流の場を積極的に設定し、協働
的な学びを促進する
・クラウド環境を活用した共同編集や相互評価の機会を意図的に
設定する
・ICT活用スキル研修（共同編集・相互評価・発表ツールの操作等）
を実施し、全教員が協働的学習を指導できる体制を整える
・「個別最適な学び」のための学習アプリと「協働的な学び」の場の
バランスある設計を学期ごとに調整する

・発達段階に応じた読書
活動の充実
(a・c・f)

〇毎月23日の「広野っ子読書の日」を活用し、全校的な読書
活動の推進を図ることができた
〇学校司書による読み聞かせや本の紹介、学年フロアの掲
示により、児童が様々なジャンルの本に触れる機会を提供で
きた
◆高学年での本の貸出数が少なく、読書習慣の定着に大き
な課題がある
◆「三田市電子図書館」の積極的な推進を進めていく
◆一日の読書時間が30分以上と答えた児童が約24%にとど
まり、全国平均を下回っている
◆成果となる目標①②の達成には至らなかった

B
・発達段階に応じた読書活
動の充実
(a・c・f)

①図書室の本を年間100冊以上借りる児童の割合が全校児童の30%以上
②質問調査で「読書は好きですか」の肯定評価が全国平均以上
③学校評価アンケートの「子どもは家庭で進んで本を読んでいる」の項目で
53％以上（前年度48％）

・毎月「読書の日」と朝の読書タイムを活用した全校的な読書活動
を継続・推進する
・学年に応じた読書リストを作成し、発達段階に合わせた読書指導
を行う
・高学年向けの図書室利用時間を設定し、読書機会を増やす
・「三田市電子図書館」の活用を促し、デジタル媒体での読書も推
進する
・学校司書と連携して本の紹介や読書の楽しさを伝える活動を充
実させる

・主体的な家庭学習習慣
の確立
(c・f)

〇自主学習ノートに進んで取り組んだ児童のノート
を掲示し、価値づけすることで、その良さを学級内
で広めることができた
〇学校・学級通信などで、定期的に家庭に意識づ
けを行うことができた
◆発達段階に応じた望ましい家庭学習や生活習慣
の定着を図る具体的な取り組みが必要である
◆成果となる目標①②の達成には至らなかった

C
・主体的な家庭学習習慣
の確立
(c・f)

①学校評価アンケートの「子どもは帰宅後に、宿題以外にも学習をする習慣
が身についている」の項目で肯定的評価が49%以上（前年度44％）
②質問調査で「学校の授業時間以外の学習時間」が1日あたり30分以上の
児童の割合が全国平均以上
③高学年で家庭学習ノートを継続的に取り組んでいる児童の割合が80%以
上

・学年段階に応じた「家庭学習の手引き」を作成し、具体的な学習
方法を示す
・自主学習ノートの「見本ノート」（取り組みの優れた例）を学級に提
示し、具体的なイメージをもたせて取り組み意欲を高める
・学期始めの学級懇談会や学校・学級通信で家庭学習の目的・取
り組み方を丁寧に発信し、家庭との連携を強化する
・宿題以外の自学に取り組んだ児童を定期的に価値づけ（称賛・
紹介等）し、自発的な学習習慣の形成を促す

・9年間を見通した学力向
上に向けた小中連携の推
進
(a・b・d・g)

〇学校園所連携交流会を年3回開催し、各担当部
会（生徒指導・人権教育・特別支援）を定期的に開
催できた
◆家庭での生活・学習習慣の確立については、小・
中学校で連携して、プラン等の配布など具体策を講
じる必要がある
◆連携・交流活動を通してアイデアを出し合い、授
業改善に努めるとともにより効果的な活動を工夫す
る必要がある

B
・9年間を見通した学力向上に向け
た小中連携の推進
(a・b・d・g)

①小中連携による合同研修会を年2回以上実施する
②小中連携による授業参観・交流授業を各学期に1回以上実施する
③小中共同で作成した「学習・生活のきまり」を全家庭に配布する

・中学校区で学力・学習状況調査の合同分析会を実施し、9年間を
見通した学力課題と指導の方向性を共有する
・小中学校の教員による相互授業参観と研究協議を定期的に実施
する

〇「教員点検」は教員対象に実施した自己点検調査結果
　　（１～５の５段階評価）の平均値
〇「評価」は年間の取組みについて、4段階で評価
　　Ａ・・・十分に達成　　Ｂ・・・おおよそ達成
　　Ｃ・・・達成が不十分　　Ｄ・・・ほとんど達成できず

三 田 市 立 広 野 小 学 校

研 究 主 体 【 研 推 ・ 学 力 向 上 委 員 会 】

学力向上に向けた重点的な目標

（変容を目指す資質・能力）

学 校 教 育 目 標 魂みがく　学びにはげむ　心をつなぐ　広野っ子
の育成 変 容 を 目 指 す 資 質 ・ 能 力

a 知識及び技能　b 思考力、判断力、表現力等　c 学びにむかう力、人間性等　d 情報活用能力
e 課題解決能力　f 学び続ける姿勢　g コミュニケーション能力

令 和 ８ 年 度 学 力 向 上 指 導 改 善 プ ラ ン 目 指 す 子 ど も の 姿
目標を持ってあきらめずに努力する子　自分から進んで学ぶ子　思いやりのある行動が
できる子

継続性

学 校 長 水 谷 裕 司
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